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持続的な成長に向けて、
収益力向上への投資、事業基盤の強化に注力します。

　現在、当社グループは、2024年にスタートした

「中期経営計画2028～Shine for Tomorrow, to THE 

FUTURE」のもと、3つの重点課題である「環境に左右

されない持続的成長基盤確立」「人材の確保・育成」

「健全な財務基盤構築」に取り組んでいます。その2年目

となる2025年12月期は、「WHG事業」「ラグジュアリー＆

バンケット事業」「リゾート事業」の全3事業が好調に推

移し、前年度より増収増益となり、営業利益・経常利

益は過去最高益を達成しました。

　｢WHG事業」では、施設・接遇両面の品質向上、海

外セールス強化によるインバウンド需要の獲得などが

寄与し、稼働率が9割近い高水準で推移するとともに、

需要動向を踏まえた価格設定によりADR（客室平均単

価）が伸長したため、収益性を高めることができました。

　｢ラグジュアリー＆バンケット事業」では、宴会場改

装や庭園の演出強化などにより、婚礼・宴会部門にお

いて利用人員・単価が上昇しました。婚礼部門におい

ては、料理などの商品力強化に加え、打ち合わせ時の

提案力を向上させるなど、付加価値を高める施策を継

続的に実施しています。婚礼件数は市場全体では減少

傾向にあり、当社においてもコロナ禍以前の2019年に

比べると件数は2割程少ない水準ですが、部門売上高

は増加していることが成果のあらわれだと評価していま

す。また、法人宴会については、新規顧客開拓が奏功

し、企業イベントや周年行事などの大型案件が増加し

ています。当社の高い付加価値をより多くのお客さま

に認知いただけるようになったと考えています。

　そしてリゾート事業では、「箱根小涌園 天悠」および

「箱根ホテル小涌園」が引き続き好調に推移しました。

おもてなしの質の向上に加え、箱根小涌園の観光地化

戦略の一環として、年間を通じ季節に合わせた様々な

イベントを開催するなど、インバウンドのお客さまにも

喜んでいただける体験価値の磨き込みにより、ADR

2025年12月期は3事業ともに
前年比増収増益、営業利益・
経常利益は過去最高を達成
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快適性の向上と付加価値の創出により、「客室平均

単価の上昇」と「宿泊人数の増加」の両面から収益

性を高めることで、中長期的な収益力向上につなげて

まいります。

　ラグジュアリー＆バンケット事業では、「ホテル椿山

荘東京」において、控室として使用しているスペース

を宴会場に用途転換する計画です。目の前に庭園が

広がる圧倒的な眺望と、ライブキッチン、ブライズル

ームを備える宴会場を新設します。

　そしてリゾート事業では、「箱根ホテル小涌園」の

さらなる魅力向上に向けて、顧客ニーズの高い温泉

半露天風呂付客室の40室増室計画（2027年秋開業）

を推進しています。先んじてレストランの拡張工事を

進め、2026年6月にオープンいたしました。インバウ

ンドおよび国内ファミリー需要の獲得を一層強化し、

通年での収益安定化を図ります。

および稼働率が上昇しました。

　全体として2025年12月期を振り返ると、料理やサー

ビスの品質向上、客室などの改装により生み出された

付加価値が、顧客満足度、利用単価の上昇につなが

り、コストの増加を吸収して最高益を達成し、その収

益をさらなる成長に向けた投資に振り向けるという好

循環ができつつあり、大きな手応えを感じています。

　2026年12月期の業績については、増収・減益の計

画としました。2027年以降に持続的な成長軌道を描

くことを見据え、中長期的な収益力を高めるための投

資を優先する一年と位置づけています。改装に伴う客

室の売り止めや投資に伴うコストなど約32億円の一

時的な影響を除くと、営業利益は約150億円の水準

となり、収益力が着実に向上しています。

　WHG事業では、「東京ベイ有明ワシントンホテル」や

「キャナルシティ・福岡ワシントンホテル」といった大

型施設でラウンジの新設やニーズを先取りした客室仕

様の変更を伴う大規模改装を実施します。利便性・

2026年12月期は中長期的な
収益力向上に向けた投資を実行

　「中期経営計画2028」の定量目標を前倒しで達成

した一方、将来にわたる企業価値向上に資する施策に

中長期的な企業価値向上に向けた
取り組みを着実に推進
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ついては、未だ道半ばであると捉えています。

　既存３事業の収益力強化を大前提とした上で、新

規出店による拠点拡大などの成長戦略が最重要課題

です。次のステージへの歩みを加速するため、2026

年2月、日本産業推進機構グループと資本業務提携契

約を締結しました。同社は、不動産開発やM&A、物

件取得の目利きやストラクチャリング、ファイナンス

組成などに高い専門性があり、地方銀行との強いつ

ながりもあります。当社単独では時間を要する領域に

ついて、当社のブランド・オペレーション力と、同社

の投資・開発力を掛け合わせることで、取り組みのス

ピード感・スケール感を高め、事業拡大と企業価値

の向上の早期実現を目指します。

　また、当社グループは会員数が90万人を超える会

員プログラム「THE FUJITA MEMBERS」を基盤と

して、顧客接点の拡大を図っています。さらに、2026

年2月にワシントンホテル株式会社との業務提携契約

を締結し、4月より会員プログラムの相互利用を開始

しました。これにより、同社43施設が会員プログラム

対象施設に加わりました。今後も、宿泊・レストラン・

イベントなど多様なシーンを通じて会員データや利用

実績に基づく適切なご案内で、リピート利用を促進し

アクティブ会員数を増やすとともに、提携会員へのア

プローチなどを通じ、顧客基盤の拡大を目指します。
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　｢健全な憩いの場と温かいサービスを提供することに

より、潤いのある豊かな社会の実現に貢献する」とい

う社是は、従業員のなかに脈々と受け継がれており、

高い「ホスピタリティ・マインド」で、どのようにすれば

お客さまにご満足いただけるか、お客さまは感動される

かということを考える力を持っています。この当社グルー

プの持続的な成長を支える礎である人材が、長期的に

活躍できるように、現在、「働きがいと働きやすさの両立」

をテーマに様々な取り組みを進めております。

　2025年12月期においては、賃金のベースアップ、

人事制度や評価制度の見直し、年間休日数の増加な

どに取り組み、従業員が能力を最大限に発揮できる

働きやすい環境の整備を進めました。また、「トップ

マネジメントダイレクトミーティング」を実施しました。

これは私が国内外37拠点を訪問し、若手～中堅の従

業員と対話する場で、多くの率直な声を聞いてきまし

た。従業員の悩みに対してアドバイスを行い、また、

より良い会社としていくために私が考えていることを

直接伝えることができる貴重な機会です。従業員が

もっと自信を持てるように、そしてモチベーション、

エンゲージメントがさらに高まっていくように、今後も

3事業の連携をさらに深めることで、「ワシントンホテル」

「ホテル椿山荘東京」「箱根小涌園」などの事業ブラ

ンドとともに、「藤田観光」としてのコーポレートアイ

デンティティ・認知度を向上させます。お客さまの人

生の様々なシーンに寄り添った多様な事業を展開する

当社の強みをより強化することにより、持続的な成長

を目指してまいります。

　また、当社グループはコロナ禍において非常に厳しい

経営状態となったことから、国内外における事業環

境の変化や地政学リスクにも耐えられるポートフォリ

オを構築することが重要であるとの認識のもと、新た

な事業領域、サービスモデルの創出に取り組んでおり

ます。2025年に仕組みを構築できたので、2026年より

トライアルを開始し、早期に新規事業の道筋に目途を

つけたいと考えています。

持続的な成長に向けて
人的資本を強化

社長メッセージ
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　藤田観光は2025年11月に設立70周年を迎えること

ができました。これまで長年にわたりご愛顧ご支援い

ただいたステークホルダーの皆さまへ心より感謝申し

上げます。お客さまへの「ホスピタリティ・マインド」

など守るべきものを守りながら、新たな歴史を作ってい

くためには、経営のあり方を時代にあわせて変えていく

必要があります。当社はコロナ禍を通じて自らの弱さと

強さの両面が明確になりました。その経験を糧に、

不確実性の高い外部環境においても揺るがない強固な

財務体質を構築していきたいと考えています。

　財務健全性、成長投資、株主還元のバランスを取り

ながら、企業価値を持続的に向上させることが経営の

責任であると考えています。また、投資家の皆さまが

より投資しやすい環境を整え、当社株式の流動性の

向上と投資家層の拡大を図るため、2026年1月1日付で、

株式を1株につき5株に分割して投資単位を引き下げま

した。併せて株主優待は、長期保有の株主様にメリット

が大きくなるよう制度を変更いたしました。

　全てのステークホルダーの皆さまに対し、「藤田観光

だからこそ提供できる体験価値」を磨き続けてまいり

ます。次の成長ステージへと着実に歩みを進める藤田

観光グループを、引き続きご支援賜りますようお願い

申し上げます。

「変えない信念」と「変える勇気」
のもと次の成長ステージへ

社長メッセージ

対話を続けていきたいと考えています。

　今後に向けては、人材ポートフォリオに厚みがあ

り、多様な個性が活躍できる組織としていくために、

変革・挑戦しつづけるマネジメント人材や専門人材の

育成、年齢にかかわらず能力を発揮できる環境の整

備、外国籍人材の活躍機会の拡大などに注力してい

きます。また、バックオフィス業務を中心にDX・省人

化を進め、その人員を現場に振り向け、接遇や付加

価値の高いサービスをさらに強化することにより生産

性向上と差別化の両立を図り、ブランド力の強化、

収益力の向上につなげていきたいと考えています。 06
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